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表紙／二十歳のつどい（8月15日）



▲新成人宣誓（渡部空歩さん）

鍵盤ハーモニカ奏者　吉田絵奈さんによる演奏会

▲成人証書授与（渡部美空さん）

▲二十歳の誓い

二十歳のつどいに参加された方が生まれた
平成15年度にはこんなことがありました。
■ 六本木ヒルズがオープン
■ 小惑星探査機「はやぶさ」打ち上げ
■ 宮崎駿監督「千と千尋の神隠し」が第75回
　 アカデミー賞長編アニメ映画賞を受賞

令和６年度 二十歳のつどい

※法改正により、令和４年４月１日より成人年齢が18歳に引
き下げられましたが、柳津町ではこれまで通り20歳を迎え
た方を祝して「二十歳のつどい」として式を執り行います。

　８
月
15
日（
木
）、ふ
れ
あ
い
館

に
お
い
て「
令
和
６
年
度
　成
人

式
二
十
歳
の
つ
ど
い
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。前
年
度
に
20
歳
を
迎
え

た
18
名
が
出
席
し
、久
し
ぶ
り
の

再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

　式
で
は
、小
林
町
長
よ
り
渡
部

美
空
さ
ん（
五
畳
敷
）に
新
成
人

を
代
表
し
て
成
人
証
書
を
授
与

さ
れ
、渡
部
空
歩
さ
ん（
安
久
津
）

が
新
成
人
を
代
表
し
て
新
成
人

宣
誓
を
さ
れ
ま
し
た
。

式
終
了
後
に
は
、鍵
盤
ハ
ー
モ

ニ
カ
奏
者
の
吉
田
絵
奈
さ
ん
に

よ
る
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

03 02
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甲子園の砂が届きました

佳子さま　ご来町

西山地区で交通安全を呼びかけ

02

01

03

こ
の
夏
、
第
１
０
６
回
全
国

高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
に

出
場
し
た
平
山
春
樹
さ
ん（
聖
光

学
院
高
等
学
校
３
年
・
会
津
柳

津
学
園
中
学
校
卒
業
・
柳
ケ
丘

８
月
１１
日（
日
）、
秋
篠
宮

家
の
次
女 

佳
子
さ
ま
は
全

線
復
旧
し
て
間
も
な
く
２
年

と
な
る
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
第
一

只
見
川
橋
梁（
三
島
町
）な
ど

会
津
の
各
地
を
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。

柳
津
町
役
場
を
訪
れ
た
佳

子
さ
ま
は
、
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の

応
援
活
動
な
ど
に
取
り
組
む

只
見
線
こ
ど
も
会
議
の
関
係

者
ら
と
懇
談
さ
れ
、「
私
も
応

援
し
て
い
ま
す
」と
エ
ー
ル

を
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
場
駐
車
場
で
は

多
く
の
町
民
が
お
出
迎
え
、

お
見
送
り
に
集
ま
り
、
佳
子

さ
ま
は
近
く
ま
で
歩
み
寄
ら

れ
優
し
く
声
を
か
け
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

佳
子
さ
ま
の
可
愛
ら
し
い

笑
顔
に
多
く
の
町
民
が
癒
さ

れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
た
び

の
ご
訪
問
は
町
の
明
る
い
話

題
と
な
り
ま
し
た
。

Y A N A I Z U
NEWS LETTER

柳津町の出来事（～９月初旬）

出
身
）が
柳
津
町
役
場
を
訪
れ
、

甲
子
園
の
砂
を
届
け
て
く
れ
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

８
月
１４
日（
水
）、
湯

八
木
沢
ト
ン
ネ
ル
付
近

で
、
交
通
安
全
協
会
西

山
分
会
の
主
催
に
よ
り

「
に
し
や
ま
交
通
安
全

ミ
ニ
テ
ン
ト
村
」が
、

柳
津
町
交
通
安
全
対
策

協
議
会
及
び
会
津
坂
下

警
察
署
の
協
力
に
よ
り

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ミ
ニ
テ
ン
ト
村
を
通

り
か
か
っ
た
車
両
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全

啓
発
資
料
と
事
故
に
あ

わ
な
い
よ
う
願
い
を
込

め
た「
あ
わ
ま
ん
じ
ゅ

う
」を
手
渡
し
、
交
通

事
故
防
止
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
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100歳のお誕生日おめでとうございます令和6年度 個人県民税優良町・納税功労者感謝状の贈呈がありました 0406

齋
藤
久
子
さ
ん（
藤
）が
８
月
８
日
に
め

で
た
く
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。８

月
９
日（
金
）に
ご
自
宅
で
、
町
か
ら

賀
寿
並
び
に
祝
金
、
県
か
ら
は
賀
寿
並
び

に
木
杯
、
及
び
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

賀
寿
並
び
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
お
幸
せ
に
過
ご

さ
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

西山小学校　緑の少年団の受賞報告05

西
山
小
学
校
の
児
童
で
構
成

さ
れ
て
い
る
緑
の
少
年
団
は
第

４５
回
福
島
県
緑
の
少
年
団
活
動

コ
ン
ク
ー
ル
で「
関
東
森
林
管

理
局
長
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
学
校
の
花
壇
に
お
け

る
植
栽
活
動
や
森
林
環
境
学

習
、
理
科
と
総
合
的
な
学
習
の

時
間
を
活
用
し
て
行
っ
た
せ
せ

ら
ぎ
ス
ク
ー
ル
、
秋
に
親
し
む

会
な
ど
の
学
校
行
事
、
地
域
の

方
や
中
学
生
と
一
緒
に
取
り
組

む
ロ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
活
動
な
ど
、

令
和
５
年
度
の
様
々
な
取
組
の

成
果
が
表
れ
た
結
果
で
す
。

西
山
小
学
校
の
緑
の
少
年
団

の
皆
さ
ん
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
緑
の
少
年
団
と
は
、
次
代
を

担
う
子
供
た
ち
が
、
緑
と
親

し
み
、
緑
を
愛
し
、
緑
を
守

り
育
て
る
活
動
を
通
じ
て
、

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
そ
し
て

人
を
愛
す
る
心
豊
か
な
人
間

に
育
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
団
体
で
す
。

8
月
29
日（
木
）、
役
場
に
お
い
て
優
良

町
知
事
感
謝
状
及
び
納
税
功
労
者
の
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
本
田
会
津
地
方
振
興
局
局

長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
県
民
税
優
良
町
知
事
感
謝
状
は
、

個
人
県
民
税
の
収
納
率
が
優
良
で
あ
る
市

町
村
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
受
賞

は
納
税
者
皆
様
の

ご
協
力
の
賜
物
で

あ
り
、
今
後
も
納

税
者
皆
様
と
役
場

の
協
同
に
よ
り
、

適
正
な
納
税
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
納
税
功

労
者
地
方
振
興
局

長
感
謝
状
は
、
長

年
、
納
税
貯
蓄
組

合
長
と
し
て
地
域

及
び
組
合
員
の
納

税
意
識
高
揚
に
努

め
る
と
と
も
に
、

柳
津
町
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
の
運

営
に
貢
献
さ
れ
た

こ
と
で
、
大
平
町

納
税
貯
蓄
組
合
長

の
佐
藤
豊
氏
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

地域交通を考えるワークショップを開催しました07

８
月
２９
日（
木
）、
柳
津
町
の

地
域
交
通
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
は
、

柳
津
町
最
高
デ
ジ
タ
ル
責
任
者

藤
井
靖
史
氏
の
も
と
、
そ
の
ほ

か
参
加
者
に
は
町
民
の
皆
さ
ま

や
、
奥
会
津
交
通
㈱
、
柳
津
観

光
協
会
、
柳
津
町
商
工
会
、
柳

津
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
日

産
自
動
車
㈱
の
計
２６
名
が
参
加

し
、
柳
津
町
に
ど
う
い
っ
た
地

域
交
通
が
必
要
か
ア
イ
デ
ア
を

出
し
、
課
題
へ
の
解
決
方
法
や

具
体
的
な
取
り
組
み
を
考
え
ま

し
た
。

引
き
続
き
地
域
交
通
に
つ
い

て
会
議
を
開
催
し
て
い
く
予
定

で
す
。
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令和５年度決算から見る まちの財政事情

5年間の一般会計決算額の推移

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000
歳出
歳入

5432元

（単位：万円）

（年度）

歳入用語の説明

歳出（目的別）用語の説明

歳出（性質別）用語の説明

町税	�������町民の皆さんや町内企業が町に納
める税金

繰越金	������前年度から繰り越したお金
繰入金	������主に積立金（基金）を取り崩し一般

会計に繰り入れるお金
使用料及び手数料	�各種施設の使用料や住民票の交付

手数料など
地方交付税	����国から財源不足の地方に交付され

るお金
国庫・県支出金	��特定の目的のために、国・県から

交付されるお金
地方債	������特定の目的のために、国や銀行か

ら借り入れるお金
地方譲与税	����国税として徴収した自動車重量税

や地方揮発油税の一部から町へ配
分されるお金

民生費	������高齢者・障がい者・児童などの福
祉に使われるお金

総務費	������町政全般の管理などに使われるお金
公債費	������町債（町の借金）の返済にあてるお金
教育費	������小学校・中学校などの教育、文化・

スポーツの振興などに使われるお金
農林水産業費	���農林水産業の振興、農道・林道な

どの整備に使われるお金
土木費	������町道、町営住宅などの整備や管理

に使われるお金
商工費	������観光・商工業の振興に使われるお金
衛生費	������住民健診や予防接種、ごみ処理な

どに使われるお金
災害復旧費	����災害被害の復旧に使われるお金
消防費	������消防、水防、災害対策に使われるお金
議会費	������議員の報酬や議会の運営に使われるお金

投資的経費	����施設や道路の建設、災害復旧に使われるお金
人件費	������職員の給料や議員報酬など
物件費	������消耗品、光熱水費、電話料金、施設

の管理委託料などの消費的なお金
補助費等	�����消防署、ごみ処理施設の負担金や町

の個人や各種団体への補助金など
繰出金	������国民健康保険や介護保険などの特別会計の

事業経費を負担するために支出するお金
維持補修費	����施設や道路を維持するため修繕に要するお金
扶助費	������児童手当や高齢者・障がい者を援

助するためのお金
積立金	������基金（預金）へ積み立てるお金
投資及び出資金・貸付金	��財団法人への出捐金や現金を貸し

付けするためのお金

過去５年間の歳入歳出決算は、令和２年度にピークと
なっており、40億円台の規模で推移しています。

町税
42,064
（9.8%）

国庫支出金
34,827
（8.1%）

県支出金
29,773
（6.9%）

地方債
33,970
（7.9%）

繰越金
16,396（3.8%）

地方交付税
227,560（52.9%）

その他の収入
14,990
（3.5%）

地方譲与税
6,918（1.6%）

その他の交付金
9,298（2.2%）

繰入金 9,230（2.2%）
使用料及び手数料 4,859（1.1%）

依存財源 79.6％

単位：万円（構成比）

自主財源
20.4％

歳入
42億9,885万円
（前年度比0.6％増）

公債費
61,153
（14.7%）

教育費
39,476
（9.5%）

公債費
61,153
（14.7%）

物件費
58,578
（14.1%）

補助費等
50,131
（12.1%）

維持補修費
17,410（4.2%）

災害復旧費 20,504（4.9%）

衛生費
26,814
（6.5%）

商工費
35,386
（8.5%）

扶助費
17,091（4.1%）

積立金 2,455（0.6%） 投資及び出資金・貸付金
2,300（0.6%）

繰出金
46,989
（11.3%）

土木費
35,590
（8.6%）

投資的経費
86,423

（20.8%）
民生費
70,449
（17.0%）

総務費
63,655
（15.3%）

人件費
72,192
（17.4%）

議会費 5,517（1.3%）
消防費 18,789（4.5%）

単位：万円（構成比）

歳出
41億4,722万円
（前年度比0.9％増）

農林水産業費
37,389
（9.0%）

令和５年度　特別会計の決算状況

令
和
５
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
の
決
算

は
、
歳
入
総
額
４
２
億
９
，
８
８
５
万
円
、

歳
出
総
額
４
１
億
４
，
７
２
２
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
額
は
１
億

５
，
１
６
３
万
円
で
、
そ
こ
か
ら
令
和
６
年

度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
１
，
２
９
９
万
円
を

差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
１
億
３
，
８
６
４

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
１
億
３
，
８
６
４
万
円
の
う
ち
、

１
／
２
以
上
の
額
に
つ
い
て
は
、
地
方
債
の

繰
り
上
げ
償
還
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○  

歳　
　
入

前
年
度
比
２
，
３
５
７
万
円
、
率
に
し
て

０
．
６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
が
全
体
の
２
０
．
４
％
で
、
前

年
度
比
２
，
８
３
９
万
円
、
３
．
４
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。う
ち
、町
税
に
つ
い
て
は
、

個
人
町
民
税
は
前
年
度
比
５
５
２
万
円
の

増
、
法
人
町
民
税
は
前
年
度
比
４
０
４
万
円

の
減
、
町
民
税
全
体
で
は
前
年
度
比
１
４
８

万
円
、
１
．
３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
固

定
資
産
税
は
前
年
度
比
１
４
１
万
円
、
０
．

５
％
の
減
で
２
億
６
，
８
９
０
万
円
と
な

り
、
町
税
全
体
で
は
前
年
度
比
１
９
７
万

円
、
０
．
５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
依
存
財
源
は
全
体
の
７
９
．
６
％

を
占
め
、
前
年
度
比
４
８
２
万
円
、
０
．

１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
う
ち
、
地
方
交

付
税
は
、
普
通
交
付
税
が
前
年
度
比
５
，
１

３
５
万
円
、
２
．
５
％
の
増
、
特
別
交
付
税

が
前
年
度
比
３
５
９
万
円
、
２
．
０
％
の
減

と
な
り
、
地
方
交
付
税
全
体
で
前
年
度
比

４
，
５
５
７
万
円
、
２
．
０
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

依
然
と
し
て
自
主
財
源
に
乏
し
く
、
国
・

県
に
依
存
す
る
割
合
が
高
い
財
政
状
況
に
あ

り
ま
す
。

○  

歳　
　
出

前
年
度
比
３
，
５
９
０
万
円
、
率
に
し
て

０
．
９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

義
務
的
経
費
が
前
年
度
比
１
億
６
，
０
９

０
万
円
、
１
２
．
０
％
の
増
と
な
り
、
歳
出

全
体
の
３
６
．
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
普
通
建
設
事

業
費
で
前
年
度
比
７
，
０
７
９
万
円
、
９
．

７
％
の
減
、
災
害
復
旧
事
業
費
で
前
年
度
比

１
億
８
，
４
９
２
万
円
、
９
１
９
．
１
％
の

増
と
な
り
、
投
資
的
経
費
全
体
と
し
て
前
年

度
比
１
億
１
，
４
１
３
万
円
、
１
５
．
２
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
前
年
度
比
２
億
３
，

９
１
２
万
円
、
１
１
．
９
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

特
別
会
計
と
は
、
町
が
特
定
の
事
業
を

行
う
場
合
に
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
条
例
で
設
置

す
る
会
計
で
す
。
町
で
は
１０
の
特
別
会
計

を
設
け
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
新
規
発
行
額

が
償
還
元
金
を
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
前

年
度
比
２
億
６
，
６
４
４
万
円
減
の
３
８

億
１
，
８
４
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
に
お
い
て
も
、
一
般
会
計
同

様
、
新
規
発
行
額
が
償
還
元
金
を
下
回
っ

た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
比
１
億
８
６
３
万

円
減
の
１
０
億
３
，
９
２
１
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
基
金
、
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

等
へ
積
み
立
て
し
、
減
債
基
金
、
雇
用
対

策
基
金
等
を
取
り
崩
し
た
た
め
、
前
年
度

比
６
，
７
７
５
万
円
減
の
２
９
億
１
，
３

２
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
簡
易
水
道
基

金
、
下
水
道
整
備
基
金
等
を
取
り
崩
し
た

た
め
、
前
年
度
比
２
１
８
万
円
減
の
１
億

4
，
３
０
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
安
定
し
た
財
政
運
営
を
維
持
す

る
た
め
に
基
金
の
適
切
な
積
み
立
て
及
び

取
り
崩
し
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。
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基
金
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高

（単位：万円）
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5432元

単位：万円、％

地方債残高・基金残高の推移（資料：地方財政状況調査）

歳　　入 歳　　出
令和５年度 令和４年度 差　引 増減率 令和５年度 令和４年度 差　引 増減率

土 地 取 得 事 業 234 35 199 568.6 226 26 200 769.2

国　　民
健康保険

事業勘定 46,203 48,739 △ 2,536 △ 5.2 44,781 47,421 △ 2,640 △ 5.6
施設勘定 5,733 5,795 △ 62 △ 1.1 5,507 5,539 △ 32 △ 0.6

後期高齢者医療 5,586 5,534 52 0.9 5,460 5,469 △ 9 △ 0.2
介 護 保 険 61,872 57,501 4,371 7.6 59,204 56,520 2,684 4.7
簡 易 水 道 事 業 23,269 20,384 2,885 14.2 17,275 19,827 △ 2,552 △ 12.9
町営スキー場事業 705 411 294 71.5 700 401 299 74.6
農業集落排水事業 9,650 9,949 △ 299 △ 3.0 9,097 9,837 △ 740 △ 7.5
下 水 道 事 業 8,649 8,572 77 0.9 7,594 8,402 △ 808 △ 9.6
簡 易 排 水 事 業 671 556 115 20.7 597 532 65 12.2
林業集落排水事業 713 481 232 48.2 636 460 176 38.3

合　　　計 163,285 157,957 5,328 3.4 151,077 154,434 △ 3,357 △ 2.2

区分
会計名

令和５年度は、第６次柳津町振興計画の３年目であり、まちの将来像「みらい創生。ひと・ゆめ・れきしをつな
ぐまち」の実現に向け、計画の着実な推進と、持続可能な行財政運営の確立を目指し、各種事業を実施しました。

今月は昨年度、町のお金がどのように使われたのか概要をお知らせします。



令和５年度決算から見る まちの財政事情
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１．豊かな心を育むまちづくり 【教育・生涯学習・スポーツ・芸術・歴史・文化】

５．協働による健全で開かれたまちづくり 【コミュニティ・町民協働・地域・行財政・広報広聴】

２．健康で安心して暮らせるまちづくり 【子育て・保育・健康・医療・衛生・福祉・介護・消防・防災・防犯・交通安全】

４．快適でうつくしいまちづくり 【道路・景観・上下水道・環境・エネルギー・情報・デジタル】

３．活力ある産業と賑わいと交流のあるまちづくり 【農林業・観光業・商工業・雇用・移住定住・交流・住宅】

令和５年度の主な事業（単位：万円）

ＩＣＴ活用事業 1,391

海外派遣事業 45

縄文館活用事業 831

特別企画展開催事業 420

地区集会所改修補助事業 255

まちづくり支援事業 2,154

広報やないづ発行事業 185

ふるさと納税事業 942

職員研修事業 13

学校給食費無償化事業 1,172
ＩＣＴ化推進事業 270
健康推進事業 54
防犯灯整備補助事業 17
防火水槽整備事業 1,595

道路維持管理事業 3,871
歴史的風致維持向上計画策定事業 482
住環境整備助成事業 40
柳津町民バス運行事業 3,721
新エネルギー導入事業 15
ＤＸ推進事業 224

新規就農確保事業 539
ふくしま森林再生事業 8,967
会津柳津駅運営管理事業 13,257
移住支援事業 207
住まいづくり支援事業 1,430

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

各財政指標の
解 説

普通会計等の実質赤字額
の標準財政規模に対する
比率

全会計を対象とした実質
赤字額の標準財政規模に
対する比率

普通会計等が負担する地方債元
利償還金および準元利償還金の
標準財政規模に対する比率

普通会計等が将来負担す
べき実質的な負債の標準
財政規模に対する比率

令 和 ５ 年 度 — —   6.1 —
令 和 ４ 年 度 — —   5.4 —
令 和 ３ 年 度 — —   4.9 —
令 和 ２ 年 度 — —   4.7 —
令 和 元 年 度 — —   4.5 —
早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0
財 政再生基準 20.00 30.00 35.0

簡易水道事業
特 別 会 計

町営スキー場
事業特別会計

農業集落排水
事業特別会計

下水道事業	
特 別 会 計

簡易排水事業
特 別 会 計

林業集落排水
事業特別会計

土地取得事業
特 別 会 計

令和５年度 — — — — — — —
令和４年度 — — — — — — —
令和３年度 — — — — — — —
令和２年度 — — — — — — —
令和元年度 — — — — — — —
経営健全化基準 20.0

令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度
町 民 税 156 162 101 117 174
固 定 資 産 税 349 327 280 276 329
軽 自 動 車 税 14 8 3 3 6
特 別 土 地 保 有 税 0 0 0 0 0
町 税 合 計 519 497 384 396 509
農 地 災 害 分 担 金 0 0 0 0 0
放課後支援事業負担金 0 0 0 0 1
保 育 所 負 担 金 0 0 0 0 23
住 宅 使 用 料 314 302 309 309 390
奨 学 資 金 貸 付 金 0 0 0 0 0
一 般 会 計 合 計 833 799 693 705 923
一 般 被 保 険 者 800 964 821 891 960
国 民 健 康 保 険 税 合 計 800 964 821 891 960
簡 易 水 道 使 用 料 405 291 316 315 449
農 業 集 落 排 水 使 用 料 4 47 63 80 88
公 共 下 水 道 使 用 料 56 32 47 28 72
簡 易 排 水 使 用 料 0 0 0 0 0
林 業 集 落 排 水 使 用 料 0 0 0 0 0
介 護 保 険 料 127 134 123 162 199
後 期 高 齢 者 保 険 料 6 0 △ 2 △ 1 35
全 会 計 合 計 2,231 2,267 2,061 2,180 2,726

柳津町健全化判断比率の状況

町税等滞納額の推移

※令和５年度の決算に基づく算定の結果、柳津町ではいずれの指標も基準を大幅に下回る良好な数値となっています。表中の「－」とは、実
質赤字比率、連結実質赤字比率では「黒字」を、将来負担比率では「負担なし」を、資金不足比率では「不足なし」を意味します。

※令和５年度町税等滞納繰越額は、前年度から約20万円増加しています。なお、一部回収不可能分については不能欠損処分となってい
ます。今後も納税・納付者の自主的納税意識の啓発を図りながら、定期的な督促を行い、現年度の収納率を高めていきます。また、
納付交渉に応じていただけない方については徴収強化に努めることはもちろんのこと、預金・債券等の差押、水道等の使用停止、連
帯保証人への納入依頼等、町の貴重な収入財源の確保と納税者等との公平性を保つため毅然とした態度で滞納整理を実施します。

◆健全化判断比率 単位：％

単位：％

単位：万円
年度税目等

◆資金不足比率（公営企業ごとの資金不足の比率）

▲「こどもとたのしむ　こどもがたのしむ　さいと
うきよし」展のようす（特別企画展事業）

▲シニア運動クラブのようす（健康推進事業）

▲会津柳津駅舎（会津柳津駅運営管理事業）

▲スマホ教室のようす（DX推進事業）

▲ふるさと納税返礼品の例（ふるさと納税事業）



柳津町からのお知らせ
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柳津町高齢者生活福祉センター居住部門 入居申し込みについて行政相談所の開設

10月13日開催！自然と遊ぼう。地域の魅力にふれよう。奥会津まるごとフェスティバル
10月は「不正軽油撲滅強化月間」

0103

05
02

柳津町高齢者生活福祉センター居住部門（冬期間）の入居者の申し込み受付を行います。
入居を希望される方は下記によりお申し込みください。

■入居要件　・柳津町に住居を有するおおむね65歳以上の一人暮らし
　　　　　　　又は夫婦のみの世帯の方で持ち家を有している方
　　　　　　・健康状態に問題がなく日常生活が自立している方
　　　　　　・介護度が要支援までの方
　　　　　　・面倒を見てくれる子等が近隣にいない方
　　　　　　・立地条件が悪く冬期間日常生活を営むことが非常に困難である方
■申請期間　令和６年10月１日（火）～令和６年10月25日（金）
　　　　　　（土・日・祝日を除く平日の８：30～17：15）
■入居開始　令和６年12月（予定）からとなります
■申 込 先　柳津町役場町民課住民福祉係（西山支所では申込みを受け付けませんのでご注意ください。）
■そ の 他　※入居申請書等必要書類は役場町民課及び西山支所にあります。
　　　　　　※入所申請者が定員を超える場合等には、入所要件等を勘案し総合的に判断し決定します。

不明な点がございましたらお問い合せください。

問　町民課住民福祉係　℡０２４１－４２－２１１８

９月・10月は行政相談月間です。
行政相談とは、国の行政などへの苦情、要望を受け付け、担当行政機関とは異なる立場から、その解決

や実現を促進するとともに、行政の制度や運営の改善に活かす仕組みです。
本町においては、行政相談委員による「行政相談所」を次のとおり開設します。相談は無料で、秘密は守

られますので、この機会にご相談ください。

■日　時　令和６年10月11日（金）　13：30～16：00
■場　所　やないづふれあい館「会議室」

問　総務課総務係　℡０２４１－４２－２１１２

大竹涼華さん（只見町出身）達による「ぼくらのうた」
などのステージパフォーマンスのほか、只見川でのカ
ヤック体験をはじめとしたアクティビティ、奥会津5町
村による各種ワークショップ、奥会津の特産品販売や
グルメなど、越後三山只見国定公園と奥会津地域の魅
力が詰まったイベントです。ぜひ、お越しください。

■日　　時　令和６年10月13日（日）　10：00～16：00
■場　　所　道の駅会津柳津　駐車場特設スペース（河沼郡柳津町大字柳津字下平乙179）
■入　　場　無　料　※体験の事前予約や料金はホームページをご確認ください。

問　奥会津まるごとフェスティバル事務局　メール：okuaizumarugoto@aap-jim.com

県では、10月を「不正軽油撲滅強化月間」と定め、関係団体と協力して、不正軽油の排除に取り組んでお
ります。

軽油に課せられる県税である軽油引取税を脱税する目的で、軽油に灯油や重油を混ぜるなどして製造さ
れる燃料、いわゆる「不正軽油」が正常な軽油と偽って販売、使用されている事例があります。

この不正軽油は、悪質な脱税行為であり、環境汚染の問題のほか、公正な市場競争の阻害、更には暴力
団等との資金源にもつながります。

「不正軽油を作らない・売らない・買わない・使わない。」
不正軽油の防止・撲滅には、県民の皆様のご協力と情報提供が欠かせません。
不正軽油の情報提供につきましては、県庁税務課または最寄りの地方振興局県税部までご連絡ください。

問　不正軽油ホットライン（県庁総務部税務課）　℡０２４－５２１－７２０５　FAX０２４－５２１－７９０５
　　会津地方振興局県税部　　　　　　　　　　℡０２４２－２９－５２６４　FAX０２４２－２９－５２３９

県立宮下病院リハビリ室からのお知らせ04
県立宮下病院　リハビリ室　横山

４月より赴任しました理学療法士の横山と申します。3月まで福島県ふたば医療センター付属病院でリハ
ビリテーションに従事しておりました。

当院は地域住民に密着した「心ある医療」を基本理念に、皆様から信頼される医療の充実を図り、併せて入
院・外来の他に、在宅医療の要である訪問看護も展開し、在宅医療の中心に据えています。

当院のリハビリテーションも奥会津の各町村において、お力になれるよう頑張っていきます。

詳細は
コチラ
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奥会津の紅葉と只見線乗車ツアー06

～只見線の歴史と水力発電について学ぶ～
■目　　的　只見線の開設と電源開発の関係等の歴史について学び、只見線についての理解を深め、今後

の利用促進につなげる。また、奥会津の美しい自然や生活について学び改めて郷土を見直す。

■日　　時　令和６年10月24日（木）

■行　　程　

　　　　　　※行程は変更となる場合がございますので、予めご了承ください。

■参加対象　柳津町民・柳津町内の事業所に勤務されている方

■定　　員　20名　※先着順とさせて頂きます。

■参 加 費　一人　1,800円（昼食代・体験料・交通費）
　　　　　　※開催日当日集合時に集金します。

■申込方法　令和６年10月９日（水）までに、下記のいずれかの方法によりお申し込みください。
　　　　　　⑴申込みフォーム（右の二次元コードを読み取ってください。）　　　　　　
　　　　　　⑵電話・メール（氏名・年齢・地区名・連絡先を記入またはお伝えください。）

■申 込 先　柳津町地域振興課観光商工係
　　　　　　℡０２４１－４２－２１１４
　　　　　　メール：kankou-shoukou@town.yanaizu.fukushima.jp

■そ の 他　悪天候等により中止となる場合がございますので予めご了承ください。
　　　　　　動きやすい服装で参加してください。（運動靴等）

■主　　催　柳津町（地域振興課）

■催　　行　奥会津観光

問　地域振興課観光商工係　℡０２４１－４２－２１１４

柳津町只見線利用促進事業

　　  8：20　　　　　　 8：42　　　  　  9：43　　　　　　　　   　   
会津柳津駅集合 － （只見線乗車） － 会津川口駅 － （貸切バス） － 

 10：40〜12：15　  12：35〜13：30　  　　　  14：15〜15：00
田子倉ダム見学 － 只見町内昼食 － 東北電力奥会津水力館みお里見学 －

　　　　　 15：30〜16：30　　　　　　　　　　　　　　　  17：00頃
三島町生活工芸館（マイはし作り体験） － （貸切バス） － 会津柳津駅解散

申込みフォームは
コチラ

自然豊かな柳津町の魅力を再発見！07

『自然を楽しむ講演会＆ガイドウォーク体験会』参加者募集
柳津町は、緑深い山々の間を雄大な只見川が流れる自然豊かな町であり、令和３年には「越後三山只見

国定公園」に編入されました。また、今年７月には道の駅会津柳津内に「奥会津ビジターセンター」がオー
プンし、話題となりました。そこで、地域住民にとっては身近な存在の柳津町の自然を
改めて見つめ直し、その魅力を再発見するため『自然を楽しむ講演会＆ガイドウォーク
体験会』を開催します。

皆さまのお申し込みをお待ちしています！

■日　　時　令和６年10月12日（土）　10：00~15：30
■内　　容　第１部　講演会「自然公園の魅力やビジターセンターの役割」
　　　　　　時　間　10：00~11：30
　　　　　　場　所　やないづふれあい館多目的ホール
　　　　　　第２部　身近な自然を楽しもう！ガイドウォーク体験会
　　　　　　時　間　13：00出発~15：30（予定）
　　　　　　場　所　軽井沢銀山峠（ふれあい館前からバスで移動します）
　　　　　　※講演会のみ、ガイドウォーク体験会のみの参加も可能です。
■講　　師　真

さな
　山

やま
　高

たか
　士

し
  ／  那須高原ビジターセンター　センター長

　　　　　　　　　　　　　　 　NPO法人那須高原自然学校　理事長　
■事前申込　申込期限　令和６年10月９日（水）
　　　　　　申込方法　申込みフォームからお申し込みいただくか、下記申込先にご連絡ください。
　　　　　　必要事項　氏名、住所、電話番号、参加希望（両方、第１部のみ、第２部のみ）
　　　　　　申 込 先　柳津町役場地域振興課観光商工係　℡０２４１－４２－２１１４
　　　　　　　　　　　メール：kankou-shoukou@town.yanaizu.fukushima.jp　
■参 加 費　無　料
■定　　員　第２部については30名　※先着順とさせていただきます。　
■そ の 他　ガイドウォーク体験会にご参加の方につきましては、水分補給用の飲み物・カッパをご持参
　　　　　　いただき、動きやすい服装でお越しください。　

問　地域振興課観光商工係　℡０２４１－４２－２１１４

申込みフォームはコチラ
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種　　別 施設名称 加入可能地区

公共下水施設 柳津浄化センター
一王町、諏訪町、寺家町、門前町、
岩坂町、大平町、柳ヶ丘、檀ノ浦、
安久津、出倉、八坂野、細越、桐ヶ丘

下　
水　
道

農業集落排水施設

西山地区排水浄化センター 砂子原、黒沢
郷戸地区排水浄化センター 石神、石生、古屋敷、新村、長倉
野老沢地区排水浄化センター 野老沢、小巻、椿
大成沢地区排水浄化センター 大成沢、芋小屋
藤地区排水浄化センター 藤

簡易排水施設 麻生地区浄化センター 麻生
林業集落排水施設 久保田地区浄化センター 久保田

合併処理浄化槽 上記以外の行政区
初 期 費 用：各施設へご家庭から下水管への接続工事費用＋加入負担金　176,000円

※ご家庭から接続管までの距離により工事費用は変わります。
※下水道事業は、利用可能な地区が特定される公共事業です。下水道使用料で施設の維持管

理を行っています。
※接続にかかる費用についての補助金もありますのでご活用ください。

施設使用料：公共下水道使用料については、上水道の使用量をもとに算定します。納付は奇数月に２ヶ月
分納付していただきます。下水道使用料（農業集落排水、簡易排水、林業集落排水）について
は、毎月１日現在の世帯人数により、料金を算定しています。納付は毎月納付となります。

官民境界

Ｋ

Ｂ

Ｔ 公共桝

合併処理浄化槽

マ
ン
ホ
ー
ル

下
水
管

※

道
路

環境保護への第一歩。下水道加入を考えませんか？08
清潔な環境で健康に暮らすために、下水道はなくてはならないものです

公共下水道等は、ご家庭から排出された全ての生活排水（台所、トイレ、風呂、洗濯等）を処理し、きれ
いな水を河川に放流しています。柳津町では、以下の地区で下水道に加入することが可能です。

合併処理浄化槽等からの転換が可能です
お住まいの地区が公共下水道または下水道の加入可能地区であれば、既に設置している浄化槽等からの

転換が可能です。
◆合併処理浄化槽の場合（左図）
浄化槽の取り壊しと、取り壊し部分から公
共桝への配管で済む場合があります。

◆単独処理浄化槽及び汲取トイレの場合
単独処理浄化槽または汲取便槽の取り壊し
と、全ての排水から公共桝まで接続する必
要があります。（単独処理浄化槽は、し尿の
みを処理しています）

※記号説明：Ｋ＝台所、Ｂ＝風呂、Ｔ＝トイレ

問　建設課上下水道係　℡０２４１－４２－２１１７

労働力調査にご協力ください

スマートフォン教室を開催します

10

09

総務省統計局では、毎月「労働力調査」を実施しています。
この調査は、全国で約４万世帯を対象として毎月行っている調査で、毎月末日現在で行います。柳津町

の対象地域は、湯八木沢地区が対象となっています。調査をお願いする世帯には、11月中旬頃に調査員が
調査書類の配布に伺いますので、インターネット回答もしくは、紙の調査票でのご回答をお願いします。

労働力調査では、金銭の要求や銀行口座・クレジットカード番号などをお聞きすることは絶対にありま
せんので、不審に思った際は町へご連絡ください。

問　みらい創生課みらい創生係　℡０２４１－４２－２４４７

総務省デジタル活用推進事業の一環でスマートフォンの操作方法などを学ぶ「スマートフォン教室」を開
催します。この機会にスマートフォンに触れてみませんか？スマートフォンをお持ちでない方も参加でき
ます。参加希望の方は下記によりご応募ください。

■対 象 者　どなたでもご参加いただけます
■定　　員　10名程度
■参 加 費　無　料
■申込期間　開催日の前日まで　※定員になり次第受付終了
■申 込 先　㈱エヌ・エス・シー　℡０２４２－２３－７７７１

問　㈱エヌ・エス・シー　　　　℡０２４２－２３－７７７１
　　みらい創生課みらい創生係　℡０２４１－４２－２４４７

【開催場所：やないづふれあい館】
開催日時 内　　容

10月21日（月） 10：00～12：00 電源の入れ方、基本操作、カメラの使い方など
10月21日（月） 13：00～16：00 LINEや防災アプリの使い方など
10月22日（火） 10：00～12：00 LINEや地図の使い方など
10月22日（火） 13：00～16：00 インターネットの安全安心な使い方や個別相談など

【開催場所：ゆきげ館】
開催日時 内　　容

10月31日（木） 10：00～12：00 電源の入れ方、基本操作、カメラの使い方など
10月31日（木） 13：00～16：00 LINEや防災アプリの使い方など
11月  1日（金） 10：00～12：00 LINEや地図の使い方など
11月  1日（金） 13：00～16：00 インターネットの安全安心な使い方や個別相談など
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お薬手帳とは
お薬手帳は、現在飲んでいる薬の情報の他、過去に処方さ

れた薬の情報、病気の既往歴や薬の副作用・アレルギー歴な
どが記録できる大切な手帳です。お薬手帳は、病院や薬局ご
とに別々に作らずに、1冊にまとめることが大切です。

お薬手帳のメリット
●病院や薬局で処方された薬の情報を一括して管理できます。
●現在使用している薬や、過去に副作用やアレルギーのあった薬などについて、医師に伝えることができます。
●２つ以上の医療機関にかかっている場合、医師や薬剤師に見せることで、薬の重複投与や飲み合わせ（相互

作用）、薬の量や種類が適切かなどを確認できます。
●お薬手帳を常に携帯することで、旅行先や災害時などの緊急で医療機関を受診した時に、自分が使用してい

るお薬の正しい情報を伝えることができ安心です。

ジェネリック医薬品とは
ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは、先発医薬品（新薬）の特許が切れた後に製造・販売される、先発医薬

品と同じ有効成分、同じ効能・効果をもち、厚生労働大臣が承認したお薬です。
●ジェネリック医薬品は一般的に先発医薬品に比べて薬の値段が安くなるため、個人の自己負担や高齢化社会

の進展によって増大を続ける医療費の抑制にも繋がります。
●保険証やお薬手帳の余白部分に貼って活用することができる「ジェネリック医薬品希望シール」を配布してお

りますので、希望される方は町民課保健衛生係へご連絡ください。

セルフメディケーションて何？
「自分の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てする」（WHO定義）ことを『セルフメディケーシ

ョン』と言います。風邪などの軽度な体調不良は、薬局やドラッグストアなどで売っている一般医薬品（OTC医
薬品）を上手に利用することで、軽度な不調のうちに自分で手当てすることができます。

自分自身の健康管理をしましょう
◆毎年健康診断を受けて、自分の体の状態を確認しましょう。
◆軽い症状（頭痛、風邪、胃痛…など）のときは、OTC医薬品などの市販薬を使って様子を見ましょう。（ただし、
『症状が長引いている』『市販薬を使用しても症状が改善しない』等の場合は、病院を受診しましょう。）

お薬は用法・用量を守り正しく使いましょう
OTC医薬品を使うときは、必ず説明書を読んで正しい用法、用量を守りましょう。市販薬を使用しても症状

が十分に改善しない場合は、医療機関を受診しましょう。

かかりつけ薬剤師やかかりつけ薬局を持ちましょう
自分の体質や状態、症状に合った薬を適切に使うことが大切ですが、判断に迷う時にかかりつけの薬局や薬

剤師がいると、自分の症状や体質に合ったアドバイスを受けられます。

ポリファーマシーとは、多くの薬という意味です。しかし、単に薬の数が多いこと
ではなく、『必要以上の薬が処方されている』や『不必要な薬を使う』ことで、副作用を
起こしたり、きちんと薬が飲めなくなったりしている状態です。
特に高齢者では、複数の疾患にかかっている事も多く『いくつかの診療科や医療機関を受診すること

で、同じ作用の薬が複数の病院から処方されている』『飲み忘れなどで正しく服用していないのに、医師
は、薬が効いていないと判断し、更に薬を処方してしまう』など、複数の医療機関を受診していたり、
症状に合わせて薬の種類が増えるなど、ポリファーマシーの状態になりやすく、副作用等が起きやすく
なるため注意が必要です。

●多剤服用を予防・解消するにはどうしたらいいの？
薬を処方する医師や薬剤師等、医療従事者が十分に情報を共有して、不要な薬が処方されていないか

を確認するなどの対策が必要です。そのためには、お薬手帳を上手に活用しましょう。

※柳津町国民健康保険に加入されている方で重複・多剤服薬している方には、
　保健師がお話を聞かせていただくことがあります。

ポリファーマシー（多剤服用）を防ぎましょう
【薬には大きく分けて次の2種類があります】

『医療用医薬品』…医師や歯科医師が、その人の体調に合わせて処方する薬です。
『OTC医薬品』…自分の症状に合わせて薬局で買う事が出来る一般医薬品です。また、その中で、今ま

では原則、医師から処方されていた医療用医薬品のうち、副作用が少なく安全性の高
い物でOTC医薬品として販売しているものを『スイッチOTC医薬品』と言います。

～ セルフメディケーション税制を知っていますか？ ～
対象となる特定一般用医薬品を１年間（１月～12月）で購入した合計額（税込）が12,000円を超えた場
合、その超えた額（上限88,000円）が、所得税控除の対象となるもので、以下に当てはまる場合が該当。
●以下の一定の取り組みのいずれかを行っている方（受けたことが分かる、結果や領収書が必要）
・市町村や事業所が行う、健康診査（特定健診・人間ドックなど）や各種がん検診を受けている。
・予防接種（定期接種、インフルエンザの予防接種）を受けている。

●申告対象となる年に医療費控除を受けていない方

令和６年10月17日（木）から10月23日（水）は『薬と健康の週間』です
使っていますか？お薬手帳。

ジェネリック医薬品をご利用ください

セルフメディケーションを実践してみましょう  

スマートフォンで利用できる電子版のお
薬手帳（アプリ）もあり、紙の手帳より
長期にわたる服用歴の管理が可能です。
また、スマートフォンは持ち歩く
方が多いため、忘れにくいという
メリットもあります。

ポリファーマシーの予防にマイナ保険証の利用が有効です！！
マイナ保険証を活用することで、過去のお薬情報や健康診断の結果
を見られるため、薬の飲み合わせや分量を調整してもらうこともで
きますので、ポリファーマシー（多剤服薬）を防ぐために有効です。
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２
２
－
２
３
３
－
３
１
２
４

　

FAX
０
２
２
－
２
３
３
－
３
１
２
５

メ
ー
ル
：syokn@

pref.m
iyagi.lg.jp

Ｂ
型
や
Ｃ
型
肝
炎
、
非
ア
ル
コ
ー
ル

性
肝
炎
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
講
演
後
は
、
講
師
を
交
え
て
の

交
流
会
を
行
い
ま
す
。

■
日
　
　
時

令
和
６
年
１１
月
１０
日（
日
）

１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分

■
場
　
　
所

会
津
保
健
福
祉
事
務
所　
会
議
室

■
対
　
　
象

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
と
診
断
さ
れ
て
い

る
方
と
そ
の
ご
家
族
等

■
講
　
　
師

竹
田
綜
合
病
院　
肝
臓
専
門
医

若
林
博
人
副
院
長　

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

田
中
さ
ゆ
り
感
染
防
止
対
策
室
課
長

■
参
加
費

無　
料

■
申
込
方
法

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

１０
月
２１
日（
月
）

問
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　
医
療
薬
事
課

　
℡
０
２
４
２
－
２
９
－
５
５
１
１ 

求 人 者 名 特別養護老人ホーム福柳苑
勤 務 地 特別養護老人ホーム福柳苑
職 種 介護員 調理員
雇 用 形 態 正社員 臨時職員 正社員 アルバイトパート
雇 用 期 間 期間の定めなし 随時〜令和７年３月31日 期間の定めなし 随時〜令和７年３月31日

応 募 資 格 介護職員初任者研修 資格不問 調理師（必須）/栄養士（必須） 
年齢不問

調理師（あれば尚可）
年齢不問

給与・賃金等 月額　207,000円～（各種手当含む） 月給　170,000円～ 時給　1,000円～
福利厚生・
待 遇

雇用/労災/健康保険/厚生年金/退職年金
正職員登用制度あり（臨時職員） 雇用/労災/健康保険/厚生年金

休 日 休 暇 週休２日制
問 合 先 ℡０２４１－４１－１１６５　佐藤（事務）

柳
津
町
求
人
情
報
一
覧

04

肝
炎
専
門
医
・
肝
炎
医

療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
よ
る
お
話
と
交
流
会

03

宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
開
催
の
お
知
ら
せ

02

会津若松地方広域圏内における令和５年中に発生した火災の出火原因が、「その他」「不明」を除いた中で
多い順に「放火の疑い」が７件、「放火」が７件、「火入れ」「たばこ」その他を除く出火原因の約４割を占めて
いるのが放火関連によるものなのです。

【放火防止５つのポイント】
①自宅の周りにごみ袋や段ボールなどの燃えやすいものは置かないようにしましょう！
②ごみは決められた日と時間帯に出しましょう！
③倉庫や車庫などには外から簡単に進入できないように必ずカギはかけておきましょう！
④被害を最小限に抑えるためにも自宅には消火器や住宅用火災警報器を設置しましょう！
⑤自宅の周りは外灯などで明るくし、火をつけにくい環境を作りましょう！　

放火による被害を無くすためには
「放火されない、放火させない、また放火されても大事に至らない環境づくり」が重要です。
地域住民の一人ひとりが協力しあい、地域ぐるみで放火させない柳津町を作っていきましょう！

問　火事・救急・救助は１１９番へ！
　　会津坂下消防署　柳津出張所　℡０２４１－４２－２１５０

放火の火災をみんなで予防しよう！

会津若松地方広域圏内における火災の出火原因（令和５年）
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23 22

ご寄附（８月分・敬称略・掲載可能者のみ）戸籍の窓（８月届出分・敬称略・掲載可能者のみ）

やないづ防災
行政アプリ

やないづ防災
行政メール配信

柳津町公式
LINE

柳津町公式
インスタグラム

広報誌配信アプリマチイロ
（左 Android、右 iOS）

柳津町のアプリ・SNSをぜひご利用ください！

■町社会福祉協議会へ

ご遺志

田　﨑　文　男　（長　倉）

■ご誕生

齋
サイ

　藤
トウ

　凪
ナノ

　芭
ハ

　（野老沢・盛文と志穂の子）

若
ワカ

　林
バヤシ

　佑
ユウ

　季
キ

　（藤・俊行と美穂の子）

佐
サ

　藤
トウ

　陽
ヒ

菜
ナ

心
ミ

　（椿・康德と希の子）

■ご逝去

鈴　木　国　夫 72 （石　神）

10月の納期限は10月31日（木）です
【口座振替引落日：10月25日（金）】

柳津町は納税完納推進の町です
納税により、皆さんの暮らしが成り立っています。
納期限内に納めましょう。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。
問   総務課税務係　℡０２４１－４２－２１１３

町県民税 ３期 総務課税務係
℡０２４１－４２－２１１３

後期高齢者医療
（普通徴収） ３期 町民課保健衛生係

℡０２４１－４２－２１１８

住宅使用料 10月分 建設課建設係
℡０２４１－４２－２１１７

農集排・林集排・
簡易排水 10月分 建設課上下水道係

℡０２４１－４２－２１１７

10月行事予定カレンダー （下段：休日救急診療当番医）

柳
津
ひ
さ
ご
吟
社　
九
月
例
会

兼
題「
ほ
と
と
ぎ
す
」「
鬼
や
ん
ま
」

水
辺
に
て

鬼
や
ん
ま
待
つ
故
郷
偲
ふ

範
　
人

機
械
音
無
き
日
や
冴
ゆ
る
時
鳥

美
　
世

こ
だ
ま
す
る

山
ほ
と
と
ぎ
す
深
き
谷

明
　
水

鬼
や
ん
ま

五
右
衛
門
風
呂
の
煙
立
つ

美
　
作

鬼
や
ん
ま
石
臼
の
上
一
休
み

泰
　
花

交
り
鳴
く

野
辺
の
虫
の
音
一
人
聴
く

由
美
子

鬼
や
ん
ま

流
れ
る
水
に
尾
を
濡
ら
す

貴
　
子

秋
刀
魚
焼
く

一
匹
な
れ
ど
海
に
お
う

江
津
子

ほ
と
と
ぎ
す

日
影
に
咲
き
て
誰
を
待
つ

み
は
る

日 月 火 水 木 金 土
9／29 9／30 1 2 3 4 5

健幸クラブ（柳津）／
ふれあい館（10：00～）

西小秋に親しむ会
／ツムジクラの滝

（8：30～14：20）

市町村対抗福島県ソ
フトボール大会開幕・
初戦／相馬光陽ソフ
トボール場
柳津町教育講演会／
西小体育館

（13：20〜16：30）

6 7 8 9 10 11 12
出雲崎まんぷく
まつりツアー／
ふれあい館

（8：00～）

保育所開放日／
柳保
３歳児健診／銀
山荘（13：00～）

中学校校内駅伝
記録会／町内
健幸クラブ（西山）／
ゆきげ館（10：00～）

柳津町の自然を楽し
む講演会＆ガイド
ウォーク体験会
講演会／ふれあい館

（10：00〜）
体験会／銀山峠

（13：00〜）

星医院
（会津坂下町）
℡0242-83-2136

13 14  スポーツの日 15 16 17 18 19
奥会津まるごと
フェスティバル
／道の駅会津柳
津（10：00～）

乳がん検診／
ゆきげ館

乳がん検診／
ふれあい館

乳がん検診／
ふれあい館

献血／役場 柳小秋祭り／柳小
（9：05〜11：30）
西小きらきらフェ
スタ／西小

（9：00～11：00）

柳津町国保診療所
（柳津町）
℡0241-42-2334

こばやしファミリーク
リニック（会津美里町）
℡0242-55-0388

20 21 22 23 24 25 26
総合健（検）診／
ふれあい館

第45回高齢者スポー
ツ大会／すぱーく柳
津（8：30〜）

乳児健康相談／
銀山荘（13：00～）

健幸クラブ（柳津）／
ふれあい館（10：00～）
只見線乗車ツアー／
会津柳津駅（8：20～）

柳輝祭（中学校文
化祭）／中学校

寿松堂渡辺医院
（会津坂下町）
℡0242-83-3125

27 28 29 30 31 11／1 11／2
柳津消防団秋期
検閲式

健幸クラブ（西山）／
ゆきげ館（10：00～）

吉川医院
（会津美里町）
℡0242-56-3358

※坂下厚生総合病院・高田厚生病院・県立宮下病院は、当日は通
常診療は行わず、急患の方だけを診察いたします。また、救急
告示病院ですので、当番日以外でも急患の方は診察いたします。

※各医院の都合により、当番が変更になる場合がありますのでご
了承ください。
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■
人

　
口

　
2,865人（

−
5）／

男
1,433人（

−
1）、

女
1,432人（

−
4）

■
世

帯
数

　
1,193戸（

−
5）

※
令

和
6年

9月
1日

現
在（

住
民

基
本

台
帳

）


